
10Tome

水
道
水
の
節
水
は

９
割
の
市
民
が
意
識

　
市
で
は
、
市
民
皆
さ
ん
へ
よ
り
充
実
し
た
水
道
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市
内
の
　
歳
以
上
の
市
民

２０

を
対
象
に
昨
年
　
月
か
ら
今
年
の
１
月
に
か
け
て
、
水
道

１２

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
、
水
道
を
利
用
し
て
い
る
市
民
皆
さ
ん
が
「
登
米

市
の
水
道
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
水
道
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

安
全
・
安
心
な
水
を

皆
さ
ん
に
届
け
ま
す

　
現
在
の
水
道
料
金
は
、
ほ
か
の

公
共
料
金
と
比
較
し
て
ど
う
思
い

ま
す
か
と
の
問
い
に
、「
安
い
」
と

答
え
た
人
は
　
％
だ
っ
た
の
に
対

１７

し
、「
高
い
」
と
答
え
た
人
は
　
％
、

３５

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
　
％
４０

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
水
道
水
の

節
水
を
心
掛
け
て
い
ま
す
か
の
問

い
に
関
し
て
は
、
「
積
極
的
に
し

て
い
る
」
が
　
％
、「
で
き
る
範
囲

１６

内
で
し
て
い
る
」
が
　
％
と
全
体

７４

の
９
割
を
占
め
て
お
り
、
節
水
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

災
害
発
生
時
は
早
急
な

復
旧
作
業
を
望
む
声
が

　
地
震
や
台
風
な
ど
の
大
災
害
発

生
時
に
水
道
が
断
水
し
た
場
合
、

ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
復
旧
し
て

ほ
し
い
か
と
の
問
い
に
関
し
て
は
、

　
％
の
人
が
「
１
日
以
内
に
復
旧

６８

し
て
ほ
し
い
」
と
答
え
て
お
り
、

「
３
日
以
内
」の
　
％
と
合
わ
せ
る

３０

と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
素
早
い
復

旧
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

安
全
・
安
心
に
供
給

で
き
る
情
報
提
供
を

　
水
道
事
業
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
か
と

の
問
い
に
は
、
「
災
害
時
の
水
供

給
に
関
す
る
情
報
」
が
　
％
、「
水

２５

質
に
関
す
る
情
報
」
が
　
％
、「
断

２２

水
予
定
区
域
の
情
報
」
が
　
％
、

１３

「
水
道
料
金
に
つ
い
て
」
「
節
水
方

法
の
情
報
」
が
共
に
　
％
と
い
う

１１

結
果
で
し
た
。

【問】　現在の水道料金は、ほかの公共料金と比較して
　　　どう思いますか

アンケート結果について

　今回のアンケートの結果では、多くの皆さんから「水道料

金が高い」という意見をいただきました。安全・安心な水を

いつでも安定的に届けるために、必要な経費ではありますが、

今後はできるだけ費用の削減に努めていきますので、ご理解

をお願いします。

　また、高い確率で発生するといわれている宮城県沖地震を

含めた大災害発生時の水道の迅速な復旧や、災害時に必要だ

と思われる情報についても意見をいただきました。今後、市

では地震・渇水などの自然災害や水質事故、テロなどへの対

策についての詳細を定めた「登米市水道事業危機管理対策マ

ニュアル（仮称）」を、今年度中に策定する予定です。このマ

ニュアルに基づき、危機管理訓練を定期的に実施して、有事

の際に迅速な対応ができる体制を整えていきます。

　さらに、緊急時の飲料水確保と工事の際に断水すると支障

がある施設への給水を行うため、「緊急用飲料水製造装置」

「給水車（ローリー型２,０００位）」各１台を平成１８年度に購入し
ています。さらに１９年度についても各１台を購入し、災害に

備えていきます。

　今後も皆さんの意見や要望を伺っていきますので、調査票

が配布された際には、ご協力をよろしくお願いします。

【問い合わせ】水道事業所水道管理課　 ０２２０（５２）３３１３

【問】　日ごろから水道水の節水を心掛けていますか

【調査期間】
　平成１８年１２月２３日～平成１９年１月３１日
【調査対象者】
　２０歳以上の市内に住んでいる市民
　※水道モニターの近隣世帯でモニター
　一人当たり１０人程度
【アンケート票の設問数】
　19問
【調査方法】
　水道モニターへ調査、回収を依頼
【回収数】
　１９６人
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登米市環境基本条例を制定
　市では、今年３月に環境基本条例を制定して４月から施行しました。条例に掲げた基本理念は、「地域環境の
保全と創造」「持続可能な社会の形成」「地球環境保全の推進」の３つです。この中から「地球環境保全の推進」
の一環として取り組んでいる、「登米市の地球温暖化対策」について紹介します。

＜市民と協働で新エネ・省エネを＞
　市で実施する二酸化炭素の排出量を減らす対策は、新エネルギー導入と省エネルギー推進の２つが柱となっ
ています。新しく建設する公共施設には、太陽光発電装置などを取り入れるほか、省エネルギー仕様での設計
を行っていく方針です。また、市民皆さんの協力をいただきながら、廃食油から再生した「バイオ・ディーゼ
ル燃料」を市民バスに活用して軽油消費量を年間６万９千減らすなど、バイオ燃料の積極的な導入を進めて
います。このほか、市役所から率先して省エネルギーを進めるために、地球温暖化対策率先実行計画を定める
予定で、環境マネジメントシステムを導入するなどの準備も進めています。二酸化炭素の排出を減らすために
は、一人一人が日常生活の中で省エネルギーに努めることが最も
重要な鍵となっています。冷暖房の使用を控え、電気や水道、ガ
スをこまめに切ったり止めたりするだけでもかなりの効果があり
ます。また、ビニールやプラスチック製品なども石油から作られ
ていますので、使う量を減らせばそれだけ省エネルギーにつなが
ります。レジ袋を例にすると、一人が買い物の際に受け取る枚数
は、年間平均２６０枚に達しており、これは石油４.３分に相当しま
す。つまり、市全体では年間約３８万の石油を燃やしているのと
同じ計算になります。買い物の際には、マイバッグ（自分の買い
物袋）やマイバスケット（自分の買い物かご）を用意し、レジ袋
の削減に努めましょう。

＜一人１本の木を植えよう＞
　大気中の二酸化炭素は、樹木が成長する際に吸収されるので、市では森林整備や緑化に努めるなど二酸化炭
素の吸収対策にも力を入れています。身近なところに木を植えることは、誰もができる立派な地球温暖化対策
です。市民がみんなで一人１本の木を植えれば、約３０の山に植林するのと同じ効果があり、これは石油を年
間約８万２千（１本当たり約０.９）節約するのと同じ効果があります。庭などに木を植えて大事に育ててみ
ませんか。

＜市役所ではクールビズ実施中＞
　市では、地球温暖化対策の一環で、６月から９月まで「クールビズ」を進
めています。期間中は、職員もノーネクタイ、上着なしで勤務していますの
で、ご理解をお願いします。市民皆さんも夏は涼しい服装で、冷房の設定温
度を２８℃以上にするようご協力ください。

＜９月１３日は「登米市民環境の日」＞
　登米市環境基本条例では、１９８５年９月１３日に伊豆沼・内沼がラムサール条約に指定登録されたのを記念して、
９月１３日を「登米市民環境の日」と定めました。市では、９月１３日に登米市民環境の日制定記念式典を行うほ
か、その前後で環境保全への理解を深めてもらうためのさまざまな行事を予定しています。また、一斉清掃や
自然観察会、宮城教育大学と連携した環境教育指導者研修会などにも力を入れていく予定ですので、ぜひこれ
らの行事に参加して力を合わせて市の豊かな環境を次の世代に残していきましょう。　

　登米市環境キャラクター「トメル君」「オトメちゃん」は、営利・非営利を問わず、市民や市内の事業者が環
境保全活動のシンボルとした使用や、環境負荷の低減に役立つ商品の表示などに使用することができます。
　使用に当たっては、手続きが必要ですので、詳しくは市ホームページをご覧いただくか、市民生活部環境課
までお問い合わせください。

【問い合わせ】

　　市民生活部環境課　 ０２２０（５８）５５５３
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 止 めよう温暖化
と

～登米市の地球温暖化対策～

登米市環境キャラクターの「トメル君」（左）
と「オトメちゃん」


